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曽木小学校 校長 川畑由美子                

児童玄関前の掲示板に「いじめのないクラスをめざす標語」が掲示されています。９月の「いじめ問題

を考える旬間」に子供たち一人一人が考えた標語です。 

ことばづかいにきをつけて あかるいクラスつくりたい（１年） 

ともだちのなまえを大じに 「くん・ちゃん・さん」（２年） 

全校でいじめをなくして あそびたい（３年） 

自分でいじめをみつけたら 家ぞくや先生につたえなきゃ（４年） 

差別なし みんなで遊ぶ しあわせだ（５年） 

考えて 相手の気持ち いじめなし（６年） 〔学年１人ずつ紹介〕           〔２年Ｍさんの絵〕 

 「いじめは絶対に許されない行為であること､自ら命を絶ってはならないことを理解させるとともに､自

分と友達のよさを互いに認め合い､思いやりの心をもって接しようとする態度を育てる」ことをねらいとし

て､学校全体で取り組みました。自分の行動を振り返ったり､身の回りに助けを求めている友達はいない

か自分事として考えたりして「いじめ」について深く考える機会にしています。また､「いじめに気付く家庭

生活でのチェックポイント」も配付しました。子供さんの小さな変化も見逃すことがないよう､気になること

は､いつでも学校にご相談ください。 

 学校では､１２月１日～１０日を「人権旬間」に設定し､人権擁護委員を招き､人権教室を実施しました。

今年度は､全学級で､スマートフォンやタブレット､ネット等のマナー､危険や特性､上手な情報活用とリス

ク等について発達段階に応じて学習しました。冬休みを前にルール確認なども含めてご家庭でも話題に

してください。 

令和７年度人権啓発標語（市「考えよう人権のこと」ポスターに掲載してあります。） 

  さ別なし みんないろんな こせいあり  ５年 瀬戸口 莉愛 

さて､１２月に入り､２学期も終わりを迎えようとしています。入学・進級してから９か月､いろいろな場面で子供

たちの成長を感じられているのではないかと思います。 

 子供たちの成長には､大人の「見守る姿勢」が大切です。しかし､ただ「見る」だけではありません。初

めてのことに挑戦しようとする勇気を応援する姿勢や､失敗してももう一度チャレンジする勇気を後押しす

る姿勢､どんな些細なことでもがんばっている過程やできるようになった小さな一歩を大事にし褒める姿

勢など､これらも「見守る姿勢」です。子供たちは､そうした大人の応援や励まし､称賛によって､自信と勇

気､次につながる意欲が育まれます。 

 子供たちは､一人一人成長のペースが違います。わずかな一歩の積み重ねが自信

を育て､次の挑戦への勇気を後押しさせてくれます。自分のペースで成長する子供を

じっと温かく見守る姿勢も大切です。ついつい出したくなる口・手を引っ込めることも

「見守る姿勢」になりそうです。（目ははなさずに）子供たちの可能性を信じて､残り３

か月､保護者の皆様と一緒に､子供たちの成長をわくわくしながら見守っていきたい

と思います。 
 

子供たちの成長を「見守る姿勢」 
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【 １２月 】 
１５日（月）そっとギュッとデー・我が家の読書の日 
２４日（水）２学期終業式 
２５日（木）～１月７日（水）冬休み 
 
【 １月 】 
◎ あいさつ強調週間(１／９～１／１３) 
１日（木）祝日「元日」 
８日（木）始業式 

１２日（月）消防出初め式 
１３日（火）伊佐さわやかあいさつ運動 
１５日（木）そっとギュッとデー・我が家の読書の日 

 鹿児島学力・学習状況調査調査（5年） 
１６日（金）鹿児島学力・学習状況調査調査（5年） 
２８日（水）大口中央中入学説明会 

読書の秋 読書祭り 
 11月 25日に校内読書祭りをしました。読書祭
りでは、まず環境委員会の子供たちが本の読み聞
かせをしました。次に、司書補の鶴田先生が「ト
イレの神様」の読み聞かせをしました。最後は、
地域の外西さんと姫木さんに来ていただき、本の
読み聞かせとわらしべ長者のパネルシアターをし
てもらいました。子供たちは、それぞれの物語を
楽しみながら、聞き入っていました。これからも、
いろんな物語に触れてほしいです。 

 
 
 
１１月１８日にアウトリーチコンサートをしま

した。みやまコンセールから藤﨑綾香さん（ピア
ノ）平山美津代さん（クラリネット）稲森奈津子
さん（ソプラノ歌手）の三人に来ていただき、目
の前で演奏してもらいました。音楽の時間に学習
する曲から、みんなの知っているアニメの曲まで
たくさんの曲を聴いたり、歌ったりました。その
美しいメロディーと歌声は、わたしたちみんなの
心に響き、心豊かなひとときを過ごすことができ
ました。 

 

 
 
１１月２０日にグランドゴルフ大会をしまし

た。地域から５名の方に来ていただき３・４年生
と一緒にプレーしました。子供たちは、はじめは
ボールを打つのも難しそうでしたが、一緒にプレ
ーするうちに段々と上手になっていきました。最
後は、子供たちから、5名の同好会の方々に感謝の
気持ちを込めて、御礼のお手紙を渡しました。 
ありがとうございました。 

グランドゴルフ大会をしました 

感動！アウトリーチコンサート 恒恒恒例例例うううめめめぼぼぼししし販販販売売売    

   

12月後半～１月の行事予定と目標 

人権旬間で「人権」やネットのマナー・リスクについて学習 

 １２月１日～１２月１０日に校内人権旬間を実施ました。全校朝会では、人権の話として、伊佐市福
祉大会で講演された方の話をしました。その一人は、全国障害者スポーツ大会に県代表として参加され
た濱口良子さんです。濱口さんは耳が不自由で小学１年生から親元を離れ、寮生活をされていたそうで
す。どんなことでも「はじめからあきらめてはいけない」という話が印象的でした。障害のあるなしに
関係なく、全ての人が大切にすべきことだと感じました。その後は各学級で、スマホ・ネット安全教室
をしました。低学年は、スマホ使うときのマナーについて、動画を見ながら学習しました。中学年は、
講師とリモートでつないでスマホの使いすぎなどによる危険性について学習しました。高学年もリモー
トで繋ぎ、スマホなどでコミュニケーションをとるときの、リスクについて学習しました。最後に人権
擁護委員の方にも話をしていただきました。ネットは、便利で生活に欠かせないものです。それだけに、
親子で使い方について話し合うことが大事ですね。 
 


